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アンコール・ワット西参道第２期工事修復工事の起工式が下記により執り行われた。

第１期工事は1996年に開始し2007年に完成した。

第２期工事は、日本の外務省の ODA（一般文化無

償協力）の採択により、日本からクレーンをはじめ

多くの機材の提供を受けて行われる。実施体制は、

上智大学（アジア人材養成研究センター）とカンボ

ジア国立アプサラ機構との共同事業として行う。

式典にはカンボジア政府から第一副首相はじめ閣

僚が、日本政府からは隈丸駐在大使ほか要人が出

席、約 1,000人の関係者の参加を得て盛大に行われ

た。

式次第は以下のとおり。

起工式式典（第２期）

○日　　時：	 	2016年５月９日（月） 

現地時間： 午前７時 30分～９時 30分（日本時間：９日午前９時 30分～ 11時 30分）

○会　　場：	 	カンボジア王国シェムリアップ州シェムリアップ郡ノコール村アンコール・ワッ

ト西参道前の仮設式場

○主 催 者：	 	上智大学（アジア人材養成研究センター） 

カンボジア王国政府アンコール地域遺跡整備機構（略称：アプサラ機構）

◇式次第（使用言語はカンボジア語と日本語）

　仏教僧侶による読経

　両国国旗掲揚および国歌斉唱

　開会の辞 アプサラ機構総裁　Sum Map閣下

アンコール・ワット西参道修復工事（第２期）起工式

Concerning the Ceremony Associated with the Restoration of the Angkor Wat Western Causeway

សន្និសិទអន្តរជាតិ 

ការរស់េឡើងវិញៃន្របាសាទអង្គរវត្ត ៖  

ការជួសជុល្របាសាទែខ្មរ េដាយៃដែខ្មរ ក្នDងរយៈេពល៣០ឆាJKំ 
 
 
 

ពិធីេបើកការដាPKនជួសជុលសាQKនហាលអង្គរវត្ត 

េនៅដំណាក់កាលទី២ 
 
 
 

សន្និសិទអន្តរជាតិៃនការរVឭកខួបេលើកទី២០ 
របស់មជKYមណ[លអាសុ ីសិកK]្រសាវ្រជាវ 

និងបណ^_ះបណាaKលធនធានមនុសKcៃនសាកលវិទKdសូហ្វD ីយាiK 
 
 
 

បទបងាkKញជាសាធារណៈេនៅសាកលវិទKdល័យសូហ្វD ីយាiK ៖ 
បេច្ចកេទសបុរាណៃនអ្នកជំនាញកាត់ថ្មែខ្មរ 

 
 
 

កម្មវិធីហ្វឹកហ្វឺននិសKcិត 

ៃនសាកលវិទKdល័យភូមិន្ទវិចិ្រតសិលKvៈ 
 
 
 

「上智大学とアプサラ機構の協定書」署名式
が、Sok Anカンボジア王国政府第一副首相お
よび上智学院髙祖理事長により行われた。
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◇式　　辞

 「アンコール・ワット西参道を修復する上智大学・アプサラ機構の共同工事について」 

  カンボジア王国政府第一副首相　Sok An閣下　

 「カンボジアと日本の文化交流について」 

  日本国特命全権大使　隈丸優次閣下

 「アンコール・ワットとソフィア・ミッション」 

  学校法人上智学院理事長　髙祖敏明教授

 「アンコール・ワット修復を通じてカンボジアと日本の技術交流」 

  アプサラ機構遺跡局長　Ly Vanna博士

○祝　　辞：	 シェムリアップ州知事閣下

○お祝い奉納古典舞踊：　アプサラ・ダンス　カンボジア宮廷舞踊団

◇主な出席者

	 〈カンボジア王国政府〉 

 　 カンボジア王国政府第一副首相　Sok An閣下 

カンボジア王国政府文化芸術省大臣閣下 

カンボジア王国シェムリアップ州知事閣下

 〈日本国側〉

 　 日本国特命全権大使　隈丸優次閣下、元大使　篠原勝弘閣下、前大使　黒木雅文閣下 

独立行政法人国際交流基金理事長　安藤裕康 

学校法人上智学院理事長・上智大学教授　髙祖敏明 

上智大学アジア人材養成研究センター所長・教授　石澤良昭 

上智大学アジア人材養成研究センター客員教授（日本大学名誉教授）　平山善吉 

上智大学アジア人材養成研究センター研究員（アンコール建築史学）　三輪　悟 

 　　　　　　同 （アンコール遺跡環境学）　ラオ・キム・リアン

起工式は Sok An副首相のクレーン車のスイッチと
ともに開始された。

式典には村人および小・中・高校生約1,000人参加し
た。
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資料

１．アンコール・ワット西参道
（1）アンコール ･ワットの入り口参道であり、陸橋200m、外から見えるラテライト（紅土）擁壁の内側は

土砂版築層、その上に砂岩の敷石を乗せた参道歩道

（2）西参道の崩壊と修復事例

 ①1952年大洪水で擁壁一部崩落と倒壊

 ②1960年代フランス極東学院が参道幅12mの南側半分を修復
 ③北側半分の工事は内戦のため中止

（3）西参道は

 ① 創建当時（12世紀前半）の王が馴象に乗り行幸するために敷設された道路であり、この参道は正式

な入り口

 ②参道入り口から本殿まで540ｍの距離

 ③参道に塗り込められたヒンドゥー教の篤信装飾装置

 　Ａ）西参道は200ｍの環濠の上を左右に見ながら、天空を歩く如くの浮き橋建築様式となっている。

 　Ｂ）ナーガ蛇神（水神）の胴体が欄干を縁取り、天空の神の世界を歩くが如し。

 　Ｃ） 五基の大尖塔（須弥山を模した）を眺め、蛇神欄干に触りながら信仰心を高め、本殿に入って
いく。

（4）参道入口の９頭のナーガ蛇神像彫刻は、評価の高い大傑作（現在は復元レプリカ）。邪な心を持った者

を一喝する迫力にあふれ、圧巻のアンコール彫刻装飾である。

（5）上智大学は現地にアジア人材養成研究センターを建設（1996年）し、保存官等の養成およびカンボジ

アの歴史・文化・研究・調査し、日・カの学術交流研究拠点とした。

（6）1996年に着工された西参道（第１工区100ｍ）の修復は、「カンボジア人の手によるアンコール ･ワッ

トの修復」を掲げ、カンボジア人保存官候補者に、土木・建築・考古の技能研修を実施しながら、石

積みの建築技術を検証し、12年かかって完成。当時内戦後カンボジア人を元気づける文化復興のシン

ボルとなる。困難な社会情勢のさなかにあって、2007年に第１工区100mが完成した。

２．アンコール・ワット西参道修復技術交流研修委員会の発足（2015年３月）
 アンコール・ワット西参道修復技術交流研修委員会合同委員会が2015年３月に発足し、これまでに両

国の合同委員会が2015年３月・12月、2016年１月の３回にわたり日本とカンボジアにおいて開かれた。

技術交流研修：日本委員会委員
 調査団長 石澤良昭（上智大学教授）（カンボジア碑刻文学・アンコール史学）

 委員長 平山善吉（日本大学名誉教授）（建築構造力学）　

 委員   丸井雅子（上智大学教授）（アンコール考古学） 
竹田哲夫（リテック・エンジニアリング顧問）（橋梁工学）　 
清水五郎（日本大学上席研究員）（建築材料学）　 
腰塚達郎（元清水建設執行役員）（建築安全工学）　 
柿﨑正義（スマート建築研究所　代表取締役）（建築施工学） 
坪井善道（元日本大学教授）（建築工学） 
半貫敏夫（日本大学名誉教授）（建築構造力学） 
岸　　明（岸エンジニアリング代表）（建築工学） 
小島陽子（日本大学助教）（アジア建築史学）　 
三輪　悟（上智大学研究員）（アンコール建築修復学） 
ラオ・キム・リアン（上智大学研究員）（建築環境学）

技術交流研修：カンボジア委員会委員　
 H.E. Dr. Sum Map アプサラ機構総裁（フランス・リヨン第２大学経済学博士）（経済協力論）
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 H.E. Mr. Seung Kong アプサラ機構副総裁（前カンボジア文化省局長）（教育学）

 H.E. Ros Borath アプサラ機構副総裁（フランス政府公認一級建築士）（建築学）

 H.E. Dr. Tan Bounsuy アプサラ機構副総裁（農学）
 H.E. Mr. Sok Sangvar アプサラ機構副総裁（オーストラリア・シドニー大学観光学修士）（観光学）

 H.E. Dr. Hang Peou アプサラ機構副総裁（水利学）

 Dr. Ly Vanna   アプサラ機構　アンコール公園内遺跡局長 
（上智大学大学院地域研究専攻学術博士）（考古学）

 Dr. Chhean Ratha  アプサラ機構　アンコール公園外遺跡局長代理 
（日本大学大学院理工学研究科建築学博士）（建築学）

 Dr. Tin Tina   アプサラ機構国際調査研究資料局副所長 
（上智大学大学院地域研究専攻学術博士）（文化財保存学）　

 Mr. Tann Sophal アプサラ機構保存局副局長（王立芸術大学考古学部卒業）（考古学）

 Mr. Mao Sokny アプサラ機構保存局技官（王立芸術大学建築学部卒業）（建築学）

 Mr. An Sopheap アプサラ機構保存局技官（王立芸術大学考古学部卒業）（考古学）

（文責　石澤良昭）

式　辞
上智学院理事長

髙祖敏明

上智学院理事長の髙祖でございます。　

本日、アンコール・ワット西参道の第２期修復工事の起工式にあたり、ここにご臨席くださいま

した皆さまに御礼のご挨拶を申しあげます。まず最初に、カンボジア王国政府副首相ソック・アン

閣下におかれましては、これまで格別のご指導とご高配を賜って参りました。厚く御礼を申しあげ

ます。

また国立アプサラ機構総裁スム・マップ閣下におかれましては、このたびの共同プロジェクトを

お引き受けくださり、とてもうれしく思いますし、御礼を申しあげます。

続いて、日本側でございますが、日本国特命全権大使 隈丸優次閣下にこれまでのご指導とご支

援に御礼申しあげます。また、いろいろな面でご支援いただいていた元大使の篠原勝弘閣下は、日

本からご出席を賜り、厚く御礼を申しあげます。さらに本日は、国際交流基金プノンペン事務所長 

濱田祐生様、三菱商事プノンペン事務所長 有井淳様がご出席くださいました。ありがとうござい

ます。

私は昨日、日本からここシェムリアップに参りました。３度目のカンボジア訪問です。１回目は、

石澤先生が率いる考古学実習チームのカンボジア人研修生たちが、バンテアイ・クデイ寺院の境内

で 274体もの仏像を掘り出した直後で、国宝級の仏様の優雅なお顔に感動を覚えたものです。２回

目は、10年前のアンコール・ワット西参道の第１期工事竣工式の折で、シハヌーク・イオン（Preah 

Norodom Sihanouk-Angkor）博物館開館式にも出席いたしました。３度目の今回は、第２期工事の
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起工式に上智大学を代表して出席し、同時に、アプサラ機構との協定書に調印するために参りまし

た。

世界の誰もが感嘆する大伽藍で、世界遺産のアンコール・ワット、その西参道の修復を共同工事

としてお手伝いさせていただきますこと、私どもに取りましては大変光栄ですし、誇りとするとこ

ろです。今回の共同プロジェクトには、日本国政府から ODAの修復機材を供与していただいてお

ります。日本国政府に改めて御礼を申しあげます。

隈丸大使閣下、ありがとうございました。

石澤先生から伺ったのですが、カンボジアの伝承によると、カンボジアで最も知恵があり、最大

の物知りは田んぼの中にいる田螺だそうで、田螺は世の中の出来事をいつもすべて見ている知恵の

王様だということです。

私ども上智大学は、104年前に創設されたカトリック大学で、英語では Sophia Universityといい

ます。このソフィアは、ギリシャ語で「叡智」「知恵」を意味しています。ですから、カンボジア

の田螺も上智のソフィアも、どちらも知恵、叡智を意味しています。この二つが共同でプロジェク

トを進めるわけですから、アプサラ機構と上智大学との間で橋を架けるのみではなく、カンボジア

と日本の間に橋を架け、それも世界に向けて両方の知恵を生かした橋を架けるプロジェクトだとい

うことになります。

上智大学がアンコール・ワットを中心に展開している教育研究活動は「ソフィア・ミッション」

と呼ばれていますが、その始まりは多くのカンボジア人が難民キャンプに避難した時代でした。い

まから 37年も前の 1979年、当時のヨゼフ・ピタウ学長が先頭に立って「インドシナ難民に愛の手

を」という募金活動を日本で行い、その浄財を難民キャンプに届けたのでした。しかし、ピタウ学

長はすぐ気づきました。募金で集めたお金を届けるのも大事だが、もっと大事なのは、これからの

カンボジアの発展を担う人を育てることだと。

私どものソフィア・ミッションの目標は、‘Men and Women for Others’ with Others’を育てる

ことです。1980年代から上智大学はカンボジアに関わり始め、とりわけ石澤先生のチームはカン

ボジアの文化復興を支援し始めました。そして、「アンコール・ワットはカンボジア人の手で修復

する」ことを大きな目標に掲げ、近い将来の保存官候補者を育成する仕事のお手伝いを始めまし

た。1996年には、シェムリアップに「上智大学アジア人材養成研究センター」を開設し、アプサ

ラ機構の力強いご協力を得て、人材養成に励んで参りました。

その大きな成果の一つが、アンコール・ワット西参道の第１期工事の完成でした。皆さまもご記

憶のとおり、1996年から 12年の歳月をかけ、カンボジアの保存官候補者、作業員、石工約 85名

と協力して西参道 100mを修復し、2007年 11月にその竣工を祝いました。この工事完成は、カン

ボジアの人たちが自らの手で成し遂げた文化復興として高く評価され、全世界に向けてニュースが

発信されました。日本では、NHKが「プロジェクト X」という番組で取り上げ、日本人がアンコー

ル・ワットに強い関心を寄せ、大勢でやってくる契機となりました。

これからその第２期工事が始まります。第２期の強みは、第１期のとき学んだ経験が活きている

ことと、カンボジアに人材が育っていることです。先ほど私どもがソフィア・ミッションとして、
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1996年からシェムリアップのセンターで人材の育成を始めたと申しあげましたが、さまざまな研

修を重ねてカンボジアの地で作業員や石工を育てるだけでなく、カンボジア人の保存官候補者を

も育て、上智大学大学院へ留学生として招きました。今日まで、博士学位を７名、修士学位 11名、

合計 18名が学位を取得してカンボジアへ戻り、第一線で活躍しています。今回の共同プロジェク

ト工事担当者およびアプサラ機構の局次長クラスの３名、Dr. Ly Vanna, Dr. Tin Tina, Dr. Chheam 

Rathaの３名が日本で学位取得した方々です。

私どもとアプサラ機構が目指すアンコール・ワット西参道の修復は、壊れかかった参道を修復す

ると同時に、学術調査を実施し、いわばカンボジアの田螺が知っている知恵を掘り起こそうとして

います。参道がどんな建材や資材でできているか、版築技術の探求と検証、水中考古学による基礎

土台の調査、そして、これらがいつの時代に構築されたか、などをも調査・研究し、カンボジアの

歴史の解明にも挑戦しています。こうした学術調査によって解明されるカンボジアのいろいろな知

恵は、カンボジアの人たちに還元され、民族的誇りを持つことにつながります。文化遺産の研究が

カンボジアの新しいアイデンティティへと導くわけです。こうしてカンボジアの人たちは、人類全

体の文化発展の中で、カンボジアの歴史と文化の独自性を再発見することになります。

アンコール・ワットの修復と保存の最終責任は、やがてカンボジア人の中の優秀な修復技術者・

研究者・保存官・石工の皆さんが担うことになります。ソフィア・ミッションが目標とする‘Men 

and Women for Others’ with Others’は、相手が主人公になることを喜びます。この意味でソフィ

ア・ミッションとは、人と人の協力による国際支援活動であり、国際的な人材育成と研究活動であ

り、それぞれが持つ知恵を探し出し、学びあうプロジェクトでもあります。私どもは、このミッ

ションを「叡智が世界をつなぐ（Sophia Bringing the World Together）」と表現しています。この

ミッションをとおして、言葉や肌の色の違いや文化の違いを乗り越え、国境を越えて信頼関係を築

くことを目指しているわけです。

今回のアンコール・ワット西参道の修復活動をとおして、日本とカンホジアの両国の友好と親

善がさらに高く積み上げられ、互いの知恵をもって両国を結ぶ架け橋が、「叡智が世界をつなぐ

（Sophia―Bringing the World Together）」のモデルとなりますことを念願して、御礼の挨拶としま

す。ご清聴くださり、ありがとうございました。
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式　辞
カンボジア国王

国家 宗教 国王
閣僚評議会

アンコール・ワット西参道修復第２期起工式スピーチ

副首相兼閣僚評議会担当大臣 

ソク・アン閣下

シェムリアップにて2016年５月９日

－尊敬する僧侶様 
－隈丸優次在カンボジア日本国大使閣下 
－髙祖敏明上智学院理事長閣下 
－ご来賓の皆さま 
－親愛する国民と学生の皆さま

本日、ご参列の皆さまとアンコール・ワット西参道修復第２期起工式に参加できること、大変う

れしく思います。この修復事業は、アプサラ機構と上智大学をとおして、日本政府とカンボジア政

府の共同支援によるもので、上智大学アジア人材養成研究センターとアプサラ機構が実施すること

になります。ここで、カンボジア政府およびカンボジア国民を代表して、隈丸大使をとおして、カ

ンボジアの開発の多くの分野において絶えず協力している日本国政府と日本国民に深く感謝の意を

表します。石澤良昭教授が率いる上智大学アジア人材養成研究センターは、保存活動やカンボジア

の人材育成、とくにアンコール・ワット西参道第１期修復を含む 1989年からの遺跡保存修復に着

手され、高く評価します。併せて、アプサラ機構のリーダーや職員各層は文化遺産を守るため、高

い意識で日本の友人と協力し合い、多くの誇らしい成果を導き出したこと、高く評価します。

本日の集まりは間違いなく素晴らしい意味を持ちます。

第一に、西参道はアンコール・ワットへの出入り口としてとても大切な参道です。アンコール・

ワットは国家のシンボルであり、クメール人祖先の偉大な建築と工学の結晶で、世界最大の宗教建

築であり、環濠を堂々と横切った橋が造られ、クメール人にとって深い意味を持っています。アン

コール・ワットはヒンドゥー教崇拝のために 12世紀に建設され、その後は仏教デヴァダーに変更

されました。なんといっても、私たちが現在通っている西参道は約 1000年前にクメール国王であっ

たスーリヤヴァルマン２世が宗教行事などを執り行うために通っていたと人々は信じています。宗

教と信仰の観点から、この西参道は人間を神の世界に導くものです。長年にわたって、参道はひど

く傷んだり、部分部分に修復されてきました。60年代にはフランス極東学院が南半分を修復しま

した。その後、カンボジアが内戦に入り、修復工事が中断となりました。1996年になって、上智

大学の専門家グループがアプサラ機構専門家と共同で未修復の部分を着手し、12年間掛けて長さ

90ｍの第１期修復を終了させました。そして残りの 100mを第２期として本日の起工式をもちま

して、引き続き修復を行うのです。
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第二に、今日の出来事は人類の文化遺産保存修復協力を反映し、「皆のための遺産、遺産のため

の皆」のモットーに沿うもので、一旦世界遺産リストに登録されれば、所有する国民のみならず、

世界人類がその遺産を守る義務があります。この国際協力・連帯の精神はアプサラ機構のパート

ナーである ICC「アンコール遺跡保存開発国際調整委員会」の強固な基礎であり、23年間に及ぶ

効率的な協力関係を築き上げました。このメカニズムが他の国のモデルとして評価されています。

特記すべきことは、シハヌーク前国王がひどく荒れていたアンコール遺跡群の救済を国際社会に呼

びかけてアンコールが 1992年にユネスコ世界遺産リストに登録されたのを受けて、この国際調整

委員会は 1993年に日本国東京会議で設置が決定され、日本とフランスが共同議長を務めることに

なります。現在では、ICCアンコールの枠組内で、23カ国から 30以上の国際専門家チームが遺跡

の保存修復のためにアプサラ機構と協力し 70余りのプロジェクトを実施しています。この国際協

力と努力があって、2004年に世界遺産委員会がアンコールを「危機遺産リスト」から外す決定を

下したのです。日本は多くの国家の中で、重要な役割を担っており、多くの財源と技術をカンボジ

アに提供し、とくにアンコール地域の遺跡の保存修復に協力し、バイヨン遺跡とこの西参道の保存

修復が代表的です。

親愛する皆さま、 

カンボジア王国政府は、フン・セン首相の賢明な指導の下で、国の文化遺産の保存と開発が永続

できるよう大きな関心を寄せています。「開発のための保存、そして保存のための開発」の視点に

立って、開発と保存の調和を図り、国の発展に適切な利益を見出しながら、価値ある遺産を後世に

継承するのです。 

遺産分野に対する政府の重視は、今までの努力やさまざまな方針を打ち出したことにより証明

され、多くの成果を得てきました。事実、プレア・ヴィヒア寺院が 2008年に世界遺産リストに登

録された後、私たちの努力で国際社会から賛同を受け、ICCアンコールをモデルに、ICCプレア・

ヴィヒアを設置することに成功しました。ICCプレア・ヴィヒアの初回会議は成功裏に開催され歴

史的な成功として記録され、軍事・政治の対立していたプレア・ヴィヒア地域を平和と協力の地域

として変えたのです。現在、いくつかの遺跡の保存修復事業が実施されています。これは、ICCア

ンコール枠組内の成果に加えた新たな大成功です。 

今まで遺跡保存修復を成し遂げた成果と同時に課題も残っています。なぜならば、文化遺産の保

存修復と開発は広い範囲を有しており、知識と専門を持つ人材、そして妥当な財源を必要とし、終

わりのない仕事です。それ以上に、これらの仕事は関係省庁や機関の継続的な努力に国内・国外

パートナー、民間と全国民による積極的な参加が求められています。この意味で、カンボジア王国

政府として、友好国、国内・国外パートナーに私たちの努力に対して技術・財政・人材を引き続き

支持するよう、また関係省庁や機関そして全国民に自分の役割に応じて協力するようお願いしま

す。人類の遺産を守るこの素晴らしいミッションは私たち一人ひとりのためです。 

ここで、世界遺産であるアンコールの価値を永遠に守ってくださっている日本国をはじめ、他の

友好国、国内・国外の専門家たち、各省庁・機関、国民の皆さんに改めて感謝します。 

最後に、ご参列の皆さまのご健康とご活躍をお祈りします。 
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ここで本日、アンコール・ワット西参道修復工事の開始を宣言します。 

ありがとうございました。
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【ソク・アン副首相スピーチ】



37



38



39



40




